
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

未来を担う子どもたちが情報社会で適正に活動する基礎となる考え方を身に付

けるため、福島県において「ふくしま情報モラル診断」が作成されました。ここ

で取り上げられているものは、子どもたちが身につけておくことが望ましいとさ

れる内容はもちろんのこと、将来にわたって活用できる能力も育む内容となって

おります。二小では児童用を８月に実施しました。学年に応じて、下のような問

題が１０問出題されます。

〈この問題では二小児童の正答率は７９％でした〉

また、この診断には保護者の皆様へご協力をお願いするものもあり、二小では９月１日付け配

付文書にて、ご協力を依頼していたところでありま

した。たくさんの方にご回答いただき、感謝申し上

げます。結果を基に指導に生かしていきたいと考え

ています。

この取組は学期ごとに行うことになっています。

子どもたちにとっても、継続して行っていくことで

知識を身につけていけるものと思われます。保護者

の皆様へもまたご協力をお願いするこになりますの

で、可能な範囲で結構ですのでどうぞよろしくお願

いいたします。
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読書量が増えています
１１月は読書指導に力を入れよう

と、先生方が学級の実態に応じた指導 令和４年度磐梯二小１１月 令和５年度磐梯二小１１月

や環境づくりを行ってきました。

その結果、１か月に読んだ本の数が 一人平均 １０．９冊 一人平均 ３０．６冊

昨年同月と比べて、大きく増えました。

大切なのは、本に親しんで知識を得たり心が豊かになったりすることですので、冊数はあくま

でも目安です。それでも、これまでよりも読書量が増えていることはすばらしいことだと思いま

す。この要因の一つに、タブレットの「Yomokka!」の活用も挙げられます。手軽に読みたい本

を探せることが、子どもたちに好評です。タブレットを持ち帰っても何をやればよいか…という

時に、ぜひ「Yomokka!」での読書をすすめていただければと思います。

「長なわとびコンテスト」記録閲覧方法

福島県教育委員会主催「長なわとびコンテスト」において、現在、磐梯二小の各学年が上位に

ランクインしています。１月末日まで随時記録が更新されます。そこで、磐梯二小ホームページ

の「お知らせ」に、コンテスト公式ホームページのリンクを貼りました。磐梯二小ホームページ

のこの画面から入り、ご覧ください。

４学年のみ「１０～２５人の部」、それ以外の学年は「９人以下の部」となっています。記録を

見ながらご家庭で励ましていただけますと、お子さんも意欲が増すものと思われます。応援よろ

しくお願いします！

なお、こちらでもURLを紹介します。↓

https://f-kenkou-nawatobi.jp/long/?c=1

ちょっといい話 30

最近、１，２年生が収穫したサツマイモを調理して全校生にふるま

ったり、３年生がりんご園でいただいてきたりんごを他の学年の子ど

もたちにもあげたりということがありました。そんな時、二小の子ど

もたちは「〇年生にお礼の手紙を書こう！」と自分たちで工夫して書

いて、その学年に渡しに行きます。はじめは先生方の方が提案してい

たのでしょうが、今では自分たちで考えて動き出すようになっている

というところが二小の子らしさであり、とても嬉しく思います。

https://f-kenkou-nawatobi.jp/long/?c=1

